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寒冷地の場合、凍結深度等を考慮して、現場の実情に合わせて設計ください。

床下が土間の場合、排水処理を施してください。

アンカーボルトはオプション品（Ｗ３／８）又は、既製品のＭ１０をご使用ください。

部材名 サイズ 材　　質 仕　上　げ

基礎 コンクリート設計基準強度１８Ｎ／ｍｍ２以上

床枠 ｔ１．０ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

根太 ｔ０．８ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３）

コーナー柱前後 ｔ０．８ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

後上枠 ｔ０．８ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

前上枠 ｔ０．８ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

左右化粧板 ｔ０．８（０．６） ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

母屋 ｔ１．６ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装

屋根パネル ｔ０．４ ガルバリウム鋼板：ＣＧＬＣＣ（ＪＩＳＧ３３２２） ポリエステル系樹脂ロールコート

壁パネル ｔ０．６ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

下レール ｔ１．２ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

前壁パネル ｔ０．６ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装

床パネル ｔ０．８ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装

前化粧板 ｔ０．６ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

後化粧板 ｔ０．８ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

前後扉 ｔ０．６ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装

上部カバー ｔ０．６ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

棚 ｔ０．６ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装

母屋中 ｔ１．６ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装

軒天カバー ｔ０．６ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

大引き ｔ０．８ ＺＡＭ：ＳＧＭＣＣ（ＪＩＳＧ３３２３） ポリエステル系樹脂塗装

仕様大要

後上枠補強 ｔ１．６ ポリエステル系樹脂塗装亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２）

座屈止め ｔ１．６ 亜鉛鉄板：ＳＧＣＣ（ＪＩＳＧ３３０２） ポリエステル系樹脂塗装
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注１．前壁パネルと前後扉はメタリック塗装の場合、仕上げはアクリル系樹脂塗装となります。

基準風速Ｖｏ３４ｍ／ｓ、垂直積雪量１５０ｃｍ

【設計基準強度】

名　　称

株式会社 田窪工業所

タクボ物置「ＢＥＬＯＳ」

Ｂ－Ｇ２９１８

（２０２４．　６．１８．）　《用紙Ａ２》

Ｂ－Ｋ２９１８　仕様図

注２．結露減少型（Ｋ型）は、屋根パネルの裏面に発泡ポリエチレン貼りとなります。


